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　海洋上部マントルの電気伝導度異方性は、海底MTデータから制約できれば、マントルの構造やダイナミクス

の理解に重要な手がかりを与える。本研究では、海洋上部マントルの一次元異方性（方位異方性）電気伝導度

構造を、北西太平洋130-145 Maの海底で最近得られた海底MTアレイデータの解析から解明することを試み

る。本研究では、次のような一次元異方性モデル推定方法を提案する。最初に海底MTアレイデータから繰り返

し地形補正を行いながらアレイ域を代表する等方性の一次元モデルを推定し、その次に推定した等方一次元モ

デルからのずれとして異方性モデルの特徴を推定するという方法である。この方法の有効性を、フォワード計

算とインバージョン計算により検証した。計算では、研究対象域で考えられる一次元異方性電気伝導度構造と

三次元海底地形を用いた。この検証により、提案する方法は高電気伝導度の上部マントル、もしくは、電磁気

学的アセノスフェアに存在する異方性を明らかにできることを確認した。さらにこの検証では、等方一次元モ

デルを推定する際に使用するMTインピーダンスの二つの回転不変量と二つの地形補正式による結果の違いにつ

いても検討した。提案する方法を、北西太平洋で得られた二つの海底MTアレイデータに対し適用した。その結

果、この海域の深さ50-250 kmの100 Ω-m以下の高電気伝導度において二層の異方性層が存在する可能性を

明らかにした。いずれの海域でも二層のうち浅部の異方性が強いことは共通した。一方、二層の存在する深さ

と異方性の高電気伝導度の方位は、距離はおよそ1,000 km離れているが海底年代はほぼ同じ二つの海域で異

なっていた。高電気伝導度の方位の多くは、現在のプレートの運動方向よりも、過去の海底拡大の方向かそれ

に垂直な方向を向いている。また、同じ海域で推定されている地震波の方位異方性の高速度方向とも揃ってい

ない。以上のように推定した異方性一次元電気伝導度構造は、この地域のマントルのダイナミクスが、太平洋

海盆のような大きなスケールよりも、小規模マントル対流や過去の海底拡大に関係するような観測アレイのス

ケール（およそ500 kmかそれ以上）の現象の影響をより受けている可能性を示す。
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